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　研究助成金に対するいわゆるオーバーヘッドの取り扱いについて

拝啓　時下ますますご清栄のこととお慶び申し上げます。
平素は、格別のご高配を賜り厚く御礼申し上げます。
さて、当財団は、研究者あるいは研究グループに対する研究助成を行っております。
当財団といたしましては、研究者の便を図るために、委任経理金の手続きに応じた処理を
行っております。
その際に、貴大学では助成金の中からいわゆるオーバーヘッドを支払うことになっておりますが、研究助成金は研究者の研究活動の一助とすべく助成するもので、見返りを一切求めない純粋なものであります。
当財団の助成金は使途を当該研究のために必要な直接経費に限ってご使用いただくよう限定しておりますので、オーバーヘッドとして徴収されますと、その分だけ研究資金が減ることになります。
少額では有りますが、より効果的な助成を試みているという現状をご理解いただき、当財団の助成金につきましては、ぜひとも適切な取り扱いをしていただきますようお願い申し上げます。
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